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三浦半島平作川低地の完新世の古地理変遷

澤 祥 ＊1・ 松 島 義 章 ＊2・ 澤 眞 澄 ＊3

三浦半島平作川低地の完新世の古地理変遷を, 露頭調査 ・試錐資料 ・14C年代 ・貝類群集の分析

をもとに明らかにした. 平作川低地下には最終氷期に形成されたV字 谷状の埋没谷 (古 平作谷)

があり, 完新世の縄文海進に伴う海成堆積物によって埋積されている. 約9,000年 前から始まった

急速な海面上昇に伴い, 約6,500年 前 に本地域の相対的海面高度は+5mに 達 し, 古平作谷は河口

から6km上 流まで溺れ谷 (古 平作湾) とな り, 湾奥 は干潟となった. 約5,000年 前から海退に転

じ, 湾奥から湾口に向かって干潟化が徐々に進み, 湾口部では砂堆が形成され, 湾の閉塞 ・内湾化

が始まる. 約2,000年 前 には, 海退の進行により湾口の砂堆が成長し, 内湾は低地中流部まで後退

し, そこでの干潟化が進む. 1660年 まで中流部より下流は平作川現流路に沿った細長い干潟となっ

ていたが, その後の新田開発により河口部のわずかな部分を除いて埋立てられ, 陸化 した. 本地域

の相対的海面変化と古地理の変遷は, 隆起量の比較的大きい南関東の小規模な溺れ谷で得られてい

る結果とほぼ一致する.
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I. は じ め に

平作川は, 三浦半島最高峰の大楠山東方を源流とし,

半島中央部 を北西から南東へ向かって流れ, 浦賀水道に

面する久里浜で東京湾に注ぐ (図1). 本川 は三浦半島

では最大の河川であり (流域 面積26.8km2, 本流延長

約8km), 横 須賀市衣笠より下流では沖積低地が広 く

発達 している. 本稿 ではこの低地を平作川低地とよぶ.

三浦半島は相模 トラフに面 し, 地殻変動が活発である.

研究地域より南の三浦半島中南部は, 縄文海進最盛期の

海成層上限および海成段丘の高度が最高+20mに 達 し

(松 島, 1976; 熊 木, 1982), 完新 世の隆起速度 は最大

+3m/kaに も及ぶ.

平作川低地の沖積層に関 しては, 蟹江 ・石川 (1976) が

既存の試錐資・料等を利用 して, その層序 ・層厚 ・分布を

記載 し, 埋積 谷や埋没波食台の存在を明らかにしてい
く び り

る. それによれば, 埋没波食台は, 上位 より久比里埋没
くごう

波食台 ・根岸埋没波食台 (0～-3m), 公郷埋没波食台

(-5～-10m), 久里浜埋没波食台 (-30m) の3段 に

分類されている. 沖積層は, 層相の特徴によって下部か

ら上部へ, 久里浜層 (砂 礫層), 平作層下部層 (泥 層),

平作層上部層 (砂 層) に区分され, それぞれ沖積層基底

礫層, 海進堆積物, 海進後の堆積物とみなされた. しか

し, ここでは具体的に形成年代 を示す資料は示 されて

いない. 一 方, 低地 を埋積する沖積層の年代について

は, 松 島 (1976, 1980) が平作川上流部の衣笠, 公 郷 で

6,000～6,500年 前の14C年 代値 を2点, 菅沼 (1981, 未

公表), 太 田ほか (1984) が河 口部で2,000～5,000年 前 の

14C年 代値 を4点 得ている (表1). しか し, これ ら計

6点 の年代資料では, 本低 地の完新世の地形発達史に年

代目盛 りを入れて考えるには十分でない.

そこで筆者らは, 建築 ・土木工事のための既存の試錐

資料140点 余 りを改めて収集 ・整理するとともに, 新

たに5試 料の14C年 代 測定, 14地 点での露頭調査 とそ

こから採取 した貝化石の群集解析を行った. そ して, そ

の結果に基づいて, 平作川低地の完新世の古地理の概要

を復元することを試みた (澤 ほか, 1988). さらに本論

では, その後に公表された研究成果を参考にしたり, 各

資料の再検討を行い, 地形分類 ・層序 ・古環境 を一部修

正 して, 古地理の変遷を明らかにした.
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図1 平 作 川 低 地 の 地 形 分 類 図

1. 沖 積 面 (海 成)2. 谷 底 平 野 3. 砂 堆 4. 丘 陵 5. 縄 文 時 代 の 貝 塚 ・遺 跡

6. 14C年 代 測 定 地 点 (表1参 照) Ma: 馬 堀 Yo: 横 須 賀 7. 活 断 層 8. 大 楠 山

Fig. 1 Map showing the study area

1. lowland of marine origin, 2. valley bottom plain, 3. sand barrier, 4. hills, 5. shell-mound

and archeological site of Jomon age, 6. 14C age (see Table 1) Ma: Mabori, Yo: Yokosuka,

7. active fault, 8. Mt. Okusu

表1 平 作 川 低 地 お よ び 周 辺 の14C年 代

Table 1 List of 14C ages in study area and adjacent area

＊: 国 土 地 理 院 (1982) に よ る †: 位 置 は 図1参 照

*: after Geographical Survey Institute (1982), †: The locations are shown in Fig. 1
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II. 平 作 川低 地の地形区分

平作川低地の幅は, 河 口から約2.5km上 流 の池田付

近までは約1kmで, 変化 が少ない. 池田 で支流の大矢

部川が西方から合流 し, 低地 の幅はやや広 くなるが, こ

れ より上流の公郷で約500m, さらに上流の衣笠で300

mと 徐 々に狭 くなる. 低地 の表面高度は河 口から3.5

km上 流 の公郷付近まで標高+3m以 下 で, これ より上

流では高度 を増 し, 河口から6km上 流の衣笠付近では

標高+10mと なる (図2).

平作 川低地のほぼ全域は低平な沖積面からなり, その

高度は+2～10mで ある. 縄文時代早～中期の貝塚 (茅

山 ・吉井 ・江戸坂貝塚など) は低地を取 り囲む丘陵上に
たではら しんめい や と

あるが, 縄文 時代後～晩 期の遺跡 (蓼 原 ・神明谷戸遺

跡) は標高+10m前 後 の沖積面縁辺 に位置する (図

1). 河 口近 くでは, 2列 の砂堆が沖積面 と1～2mの 比

高を持 って現海岸線と平行に発達する. 幅 が最大で400

m, 標 高+4～5mの 久 里浜付近の砂堆Iと, 幅約200

図2 試 錐 資 料 ・貝 類 群 集 観 察 地 点 位 置 図 (I) と平 作 川 低 地 の 基 底 等 深 線 図 (II)

[I] 1. 試 錐 地 点 2. 貝 類 群 集 分 析 地 点 3. 菅 沼 (MS), 菅 沼 (1981) か ら 引 用 し た14C年 代 測 定 地 点

4. 地 形 ・地 質 断 面 位 置 (図3, 図4) 5. 地 表 面 等 高 線 (国 土 地 理 院 発 行1/25,000土 地 条 件 図 「横 須

賀 」 に よ る) 6. 14C年 代 測 定 地 点 7. 平 作 川 8. 丘 陵

[II] 9. 試 錐 地 点 10. 基 底 地 形 等 深 線 (単 位m) 11. 平 作 川

Fig. 2 Contour map of the Holocene lowland (I), bore hole sites and investigated site of molluscan

assemblage and contour map (II) of basal level of the Holocene formation

[1] 1. bore hole, 2. molluscan samples, 3. 14C age after Suganuma (MS) and Suganuma (1981),

4. topographic and geologic cross-section (Figs. 3 and 4), 5. contour of Holocene lowland,

6. 14C age locality, 7. Hirasaku River, 8. hills

[II] 9. bore hole, 10. contour of basement surface, 11. Hirasaku River
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m, 標高+2～3mの 河 口の砂堆IIで ある. また, 小 規

模な支谷の中には, 沖積面に連続する急傾斜な谷底平野

がみられる. 大矢 部の支谷や衣笠 ・舟倉付近の標高+8

m前 後 には, 不 明瞭な傾斜変換点を介 して沖積面 と連

続する幅100～200mの 平坦面が断片的に分布する. こ

の平坦面を構成する堆積物を確認することがで きず, 詳

細 は不明であるが, 沖積面 として一括 した.

III. 平作 川低 地の構成層-そ の層序 ・年代 ・

貝類群集

平作川低地の沖積層の層序と堆積環境 を, 低 地 を横断

する6本 (図3, A～F断 面) と, 縦 断 する1本 (図4,

G断 面) の地形地質断面 と貝類群集の解析 (表2) に

基づいて検討する. 沖積層の基盤となる第三紀中新統葉

山層群 ・三浦層群の泥岩や砂岩と沖積層 との識別は, N

値 の相違 (基 盤岩石はいずれも50以 上 の値 を示すこと

が多い) から容易である. 第三紀中新統の基盤を, 未固

結の堆積物が厚 く覆い, これらは下位より, 沖積層基底

礫 層 (HMm・BG), 貝 殻 混 じりの粘 土 ・シル ト層

(HMm), 砂層 (HSm) に大別される.

1. 層序 と14C年 代

1) 上流部 (A-A', B-B', C-C'断 面, 図3)

A-A', B-B'断 面 は, それぞれ河口より6km, 5km

上流に位置する. 低 地中央部の沖積層基底高度は, 両断

面とも約-10mで, 平坦 な埋没谷底を埋めて貝殻混 じ

りの粘土 ・シルト層が地表近 くまで堆積 している. 貝殻

混 じりのシル ト層か ら得 られた14C年 代 値は, Loc. 5

(A-A'断 面 の300m上 流) で は6,520±100yrs BP

(N-2988, マ ガ キ, +5.0m: 松 島, 1980), B-B'断 面

上のLoc. 20で は6,180±80yrs BP (N-2577, ウラカガ

ミ, -3.0m) である.

C-C'断 面 は, 河 口より4km上 流 の公郷付近のもの

である. 埋 没谷底 は貝殻混 じりの粘土 ・シル トに覆わ

れ, その高度は低地中央部で約-20mで ある. なかで

も北東縁の標高約-5m付 近 の谷底には段丘状の明瞭な

平坦面が確認でき (Loc. 25付 近. ここを中心 とする数

百mの 範囲で得 られた3本 の試錐資料の沖積層基底高

度 は, いずれも標高-4m前 後 である), その分布 と標

高から, 蟹 江 ・石川 (1976) の公郷埋没波食台に対比でき

る. 低 地 中央部 (Loc. 22, Loc. 23: 図4, Loc. 21) で

は, 基底 直上に厚さ3～4mの 砂礫層 (HMm・BG) が

み られる.

2) 中流部 (D-D'断 面, 図3)

D-D'断 面 は, 河 口より2.5km上 流 の池田付近の も

ので, 本断面の上流約500mで 支流の大矢部川が合流

し, 低地 の幅は約800mに 広 がる. 埋没谷の谷壁斜面

は中央部まで急で, 谷底 は上流部に比べると著 しく狭

くなり, 高度 も-40m以 深 となる. 標高-10m付 近に

は, 段 丘状の浅所が左右両岸 (Loc. 45, Loc. 51) に認

められる. 分布の位置や海成の堆積物に覆われることか

ら, これ らは埋没波食台と考えられ, 標高から蟹江 ・石

川 (1976) の公郷埋没波食台に対比できる. 埋没谷は貝殻

混じりの粘土 ・シルトによって覆われ, その最上部から

得られた現地性のマガキの14C年 代値は, Loc. 48で は

680±100yrs BP (GaK-7770), 740±140yrs BP (GaK-

7771), Loc. 44 (図9) で は670±75yrs (BP (N-3232)

であ り, 湾奥干潟環境の広がっていたことを示す.

3) 下流部 (E-E', F-F'断 面, 図3)

E-E'断 面 は, 久里浜付近の砂堆I上 に位置し, 河 口

からの距離は約1kmで ある. F-F'断 面 は, それ より

500m海 岸 寄りに位置する. 両断面の埋没谷の形態は深

いV字 谷 を呈 し, 最深 部は河口では少なくとも-50m

以 深 に達すると推測 される. 谷壁 斜面は急傾斜である

が, -3m, -10m, -30mの 高度に埋没段丘状の平坦

部が認められ, 特 に-3mの 平坦部の発達がよい, 3段

の平坦部は高度 と分布から, 蟹江 ・石川 (1976) の久 比里

埋没波食台, 公郷埋没波食台, 久里浜埋没波食台にそれ

ぞれ対応する.

貝殻混 じりの粘土 ・シル ト・ 砂が埋没谷を埋積 し, そ

れ らは標高-6mを 境 にして, 下位 の粘土層 ・シル ト層

と上位の砂層に二分される. Loc. 66 (F-F'断 面) での

観察によれば, 砂層 は上部ほどより粗粒 とな り, 標高

-0.5mと-2.5～-3.5mの2つ の層準に貝の密集層が

認められた. それぞれの貝層の14C年 代 値は, 上位 が

2,210±100yrs BP (GaK-10602), 下位 が5,010±140

yrs BP (GaK-10603) で あった (太 田ほか, 1984). 後

者の貝層は, さまざまな環境に生息する種が混在 してお

り, 再堆積 した貝を測定 した可能性が強い. 上記砂層の

年代としては, 約2,000年 前 が妥当であろう.

4) 基底地形と沖積層の対比 (G-G'断 面, 図4)

低地の表面高度は上流の約10mか ら下流の約4mへ

と緩やかに低下しているが, 埋没谷の縦断高度は-5m

か ら-50mへ とより急傾斜である. また, 埋没谷の横

断形は中流部より下流でV字 谷 を呈する. この こと

は, 埋没谷が最終氷期最盛時の低位海面を侵食基準面と

して形成されたことを示す. 最終氷期に形成された古東

京川の高度は, 浦賀水道で-100mで あ り, 古東京川に

流れ込む埋没谷の高度が横浜付近で約-50m (Kaizuka

et al., 1977), 横須賀市役所付近で-30～-40mで あ る

(野 内, 1988) こと とも矛盾 しない. この谷地形を古平
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作谷 とよぶ.

古平作谷 を埋積 している地層は, 大部分が貝殻混 じり

のシルト・粘土あるいは砂層で, 層相 から海成層 と考え

られる. この海成層は, 基底 直上から地表に向かって粘

土 ・シル ト層から砂層へ と粗粒 となり, 標高-6m以 深

の細粒物質 (粘 土 ・シル ト) か らなる下部層 (HMm)

と, 標高-6m以 浅 の砂からなる上部層 (HSm) に二分

される. これ らは, 蟹江・石川 (1976) の平作層下部層,

上部層にそれぞれ対比される.

平作層下部層 (HMm) は, 最上部で得 られたマガキ

(干 潟群集) の14C年 代値が6,520±100yrs BP, 6,180±

80yrs BPを 示 し (Loc. 5, Loc. 20), 海成 の細粒物質か

らなることから, 縄文海進に伴う古平作谷の溺れ谷 (古

平作湾) の堆積物であることが明らかになった. 平作層

下部層 (HMm) の堆積開始期 を特定する年代資料は得

られなかったが, 近接 の横須賀市役所 (図1, Yo) 地

下の沖積層最下部, 標高-25m付 近 で採取された貝化

石 と木片 の14C年 代 値 が約9,000年 前 (蟹 江 ほか,

1985: 表1, Yo) か ら考 えて, 平作 層下部層 (HMm)

の堆積開始もほぼ同時期 と推測される.

平作層下部層 (HMm) の 基底 直上 には, 上 流 よ り

Loc. 7 (標 高-10m), Loc. 21 (標 高-13m), Loc. 22

(標高-15m), Loc. 54 (標 高-36m) の4地 点で砂礫

層が認められた. この うち Loc. 54の 礫層は, 蟹江 ・石

川 (1976) が標 高-30m以 深 に認めた久里浜層の記載 と

高度 ・層相が調和 し, 沖積層基底礫層 (HMm・BG) と

推 測される. Loc. 7, Loc. 21, Loc. 22の 礫 層は, 高度

が蟹江 ・石川 (1976) と異 なるが, 層相 から沖積層基底礫

層 と考えられる.

平作層下部層 (HMm) が低 地全域で厚 く分布するの

に対 して, 平作 層上部層 (HSm) は砂堆I付 近 (図1,

図2, 図4の Loc. 54) よ り下流 に分布する. 本層 は地

表近 くまで堆積 して (E-E', F-F'断 面, 図3), 砂堆

I・IIを 構成している. 平作層上部層 (HSm) は, そ こ

から得 られた14C年 代 値 (Loc. 66, GaK-10602, サル ボ

ウ, -0.5m) が2,210±100yrs BPを 示 し (太 田ほか,

1984), 砂堆 の形成と関連するので, 縄文海進後の海退

に伴い堆積 したものと思われる. 砂堆Iよ り1.5km上

流 に位置する Loc. 33で, 2,140±80yrs BPの14C年 代

値 (N-3231, マガキ, -1.5～-2.0m) が得 られている

が, これは下流の砂堆Iの 成長によって上流が干潟化 し

たことを示すものであろう. 砂堆IIは, 砂堆Iよ り海岸

線近 くにあるので, 砂堆Iよ り形成時期が新しいと考え

られる. なお, この砂堆の南西端には古墳時代前期の伝

福寺裏遺跡がみられ, すで にA. D. 400年 頃 には南西部

から砂堆形成が進んでいたことを示す. しか し, 砂 堆II

の形成開始を直接示す年代資料は得られなかった.

埋没平坦面に関 しては, 上位 より, 標 高-3～-5m

(C-C'断 面, Loc. 25; E-E'断 面, Loc. 58), -10m

付近 (D-D'断 面, Loc. 45, Loc. 51; F-F'断 面, Loc.

63, Loc. 64), -30m付 近 (E-E'断 面, Loc. 61, Loc.
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62) の3段 が認められた (図3). 標 高から, それぞれ

蟹江 ・石川 (1976) の久比里埋没波食台 ・根岸埋没波食台

(標高±0～3m), 公郷埋没波食台 (標高-5～-10m),

久里 浜埋没波食台 (標高-30m) に対応すると考えられ

る. 埋没 平坦面の発達は, 中流部 (D-D'断 面, 図3)

よ り下流のV字 谷状の埋没谷中に良好で, 河 口に近づ

くに従い幅, 段 数 ともに増える傾 向がある. 上位 の2

段 は, 完新世の海成層に直接覆われるので, 縄文海進時

の一時的な海面停滞 と関連 した波食台であろう. 最下位

(標 高-30m付 近) の埋没平坦面は, 河 口近 くでのみ確

認され, 上位 の2段 に比べると発達が悪い・ この埋没

平坦面 は平作層下部層 (HMm) 最 下部 に覆われるの

で, 約9,000年 前 の縄文海進開始直前の海面に対応 した

ものか, あるいはそれ以前に形成 された河岸段丘 と推測

され, 波食台であるかどうかは不明である.

平 作層下部層 (HMm) で 得 られたマ ガキ (干 潟群

集) の14C年 代値は6,520±100yrs BP (Loc. 5, 標高

+5m) で, 縄文 海進最盛期の相対的海面高度は+5m

付近 にあったと考えられる.

古平作湾で縄文海進の高頂期が約6,500年 前で, その

相対的海面高度が標高+5mと その後の隆起傾向を示す

ことは, 隆起地域では海面高頂期の年代がやや古い時期

に表われるとの指摘 (太 田ほか, 1982, 1990) と合致す

る. ただ し, この高度は, 平作川低地の南限を走る衣笠

断層以南の地域で, 縄 文海進最盛期の海成層上限高度

が最高20mで あること (松 島, 1976) に比べ, 著 し く

低 い.

2. 貝類群集から明 らかにされる古環境

平作川低地に分布する沖積層から産出した貝化石は,

Nomura (1932) による久里浜 と大矢部の2地 点からの報

告 が最初 である. そ の 後の松 島 (1974), 蟹 江 ・石川

(1976) による5地 点 と, 今 回新たに出現 した露頭での

調査により採集 ・群集解析 した12地 点, 合計19地 点

(図2の ＊. Nomura (1932) の2地 点 は位置が不明のた

め図示 していない) の貝類群集区分が表2で ある. な

お, 本表 には貝類群集区分のほか, 採集地点の地表面高

度, 海成層上限高度, 試料採集高度, 層相 を記す. 表1

の14C年 代値 とあわせて平作川流域の沖積層産貝化石

の特徴を述べる.

各 地点で得られた貝化石は, Loc. 20を 除 くと地表か

ら深さ3～5m前 後 の浅い層準のものである (表2).

現在 の海岸線に近い地点の貝化石は砂質の堆積物から,

奥 まった地点の試料は泥質の堆積物から得られた.

各地点で明 らかになった貝化石の種数は, Loc. 20,

Loc. 43が 最多で44種, 大矢 部では最 も少なく2種 で

あり, 平均 して22～23種 となる. その中から生態的に

特徴 の明らかな種のみを表2に 示 した. そ して, 主要

な特徴種から以下の6貝 類群集に区分 した.

a. 感 潮域群集 (河 口や満潮時に海水に浸る感潮域で

生息): ヤマ トシジミ, モ ロハタマキビ, カワザンショ

ウ

b. 干潟群集 (湾 奥 の潮間帯泥質底に生息): マ ガキ,

オキシジミ, イボ ウミニナなど

c. 内湾砂底群集 (内 湾 の潮間帯砂質底に生息): アサ

リ, シオフキ, ヒメシラトリなど

d. 内湾 泥底群集 (湾 央部の潮間帯泥底に生息): ウラ

カガミ, イヨスダレ, イセシラガイなど

e. 藻場 群集 (湾 央か ら湾奥部の潮間帯付近に繁殖す

るアマモの葉上で生息): チ グサガイ, シマハマツボ,

マ キミゾスズメモツボなど

f. 岩礁 性群集 (岩 礁性海岸の潮間帯 に分布): ス ガ

イ, ツボ ミ, 穿孔貝類など

Loc. 5: 本地点は試料採取地点中, 最 も上流に位置す

る. 試料 は地表から2.5m下 の標高+5mに み られるシ

ル ト中のもので, 現 地性堆積を示す貝化石で占められ

る. その中でマガキ, ハ イガイ, イボウミニナ, カワア

イなど干潟群集構成種が圧倒的優勢となり, 若干のアサ

リ, ハマグリを伴 う. 干潟群集の産出は, 本地点が古平

作湾の湾奥にあって干潟の環境 となっていたことを示

す. 本 地点から得たマガキの14C年 代 値は, 6,520±100

yrs BPで ある (松 島, 1980). この年代値は縄文海進の

高頂期を表わし, 本地点が干潟の環境であったのは, 海

面が最も高まった約6,500年 前であることを物語る.

Loc. 8: Loc. 5か ら約350m下 流 に位置する. 本地

点の貝化石は, 蟹江 ・石川 (1976) に よると, マガキ, ハ

イガイ, オキシジミなどの干潟群集構成種とともにカガ

ミガイ, サ ルボウ, ヒメシラトリなどの内湾砂底群集構

成種, イ ヨスダレ, ウラカガミ, アカニシなどの内湾泥

底群集構成種 とが混合群集となっている. 本地点は Loc.

5に 比べて複雑な種構成になり, Loc. 5の 干潟より湾央

に近 く, 潮 間帯から若干水深のある場所に位置 していた

と考えられる.

Loc. 19: Loc. 8か ら約700m下 流 に位置する. 蟹

江 ・石川 (1976) によると, 標 高+2.4～1.0mの 層準の泥

の中から得 られたものである. 本地 点の貝化石は Loc.

8と 同様に, 干潟群集, 内湾砂底群集や, 内湾泥底群集

などの構成種の混合群集となるが, 内湾泥底群集構成種

が明 らかに優勢 となっている. これ は Loc. 8よ り湾央

部に近い場所に位置 していたことを示す. なお, 量 的に

少ないが, ツボ ミ, オオヘビガイ, ニ オガイなどの岩礁
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性種 もみられる. これ らの種は近 くの岩礁域から運ばれ

て堆積したもので, 海岸 から急深な内湾となっていたと

推測される.

Loc. 20: Loc. 19地 点 の約100m下 流 にあたる. 貝

化石 は, 地 表 から約8m下 の標高-3m付 近 のシル ト

層から得られた. ここはウラカガミ, イヨスダレが圧倒

的に優勢な内湾泥底群集で占められる. この群集は, 縄

文海進に形成 された小規模な溺れ谷の湾央部を特徴づけ

るものであり (松 島, 1974), 本 地点が古平作湾の湾央

環境にあったことを示す. ウ ラカガミの14C年 代 値は

6,180±80yrs BPで, Loc. 5と 同時期の海進最盛期のも

のであることが明らかになった.

Loc. 28: 京 浜急行北久里浜駅前の国道16号 線上に

位置する. 標高-0.9mの 砂 質シルト層中に点在する貝

化石は量的にそれほど多 くはないが, 保存 のよいウラカ

ガミ, トリガイ, イセシラガイ, マ メウラシマなど内湾

泥底群集構成種で占められる. 貝 化石の14C年 代値 は

得られていないが, 貝類群集から判断 して, 本地点は海

進最盛期頃の湾央部沿岸に位置 していたものであろう.

Loc. 29: 本地 点は Loc. 20か ら約800m下 流 に位置

する. ここでは平作川河床から約0.5m下 (標 高+0.5

～0m) の シル ト質砂層中の貝化石 (Loc. 29-U) と約

1.5m下 (標 高-0.5～-0.9m) の シル ト層中の貝化石

( Loc. 29-L) の2試 料 が得 られた. Loc. 29-Uは マガキ

が小規模なカキ礁を形成 し, それに伴 うウミニナ, カワ

アイなどからなる典型的な干潟群集 となり, シル ト質の

部分には両殻のそろったウラカガミ, イヨスダレが点在

している. Loc. 29-Uは カキ礁の形成からみて, 干潟群

集が優勢な湾奥部環境下で形成された地層であったこと

を示す. 一方, Loc. 29-Lで は ウラカガミを主体 とし

て, イヨスダレ, マメウラシマなどからなる内湾泥底群

集がみられ, ウ ミニナ, カワアイなど干潟群集構成種の

巻貝が少 し混 じっている. 14C年 代 値は得 られていない

が, 内湾泥底群集が優勢であること, 産 出層準の深度,

層相からみて, Loc. 20と 同時期の海進最盛期のものと

いえよう.

Loc. 33: Loc. 30か ら約250m下 流 の湘南橋 であ

る. 貝化 石は標高-2.0～-1.5mの シル ト層中から得 ら

れ, マ ガキが厚 さ30～40cm, 長 さ数mに わたってカ

キ礁 を形成している. 共産種 にはオキシジミ, イボ ウミ

ニナ, ウ ミニナの干潟群集構成種の他にアサリ, カガ ミ

ガイなどの内湾砂底群集や内湾泥底群集などの構成種が

混じる. さらに, 岩礁性のツボミが予想外に多 く含まれ

ている. これ はカキ礁が岩礁的環境を呈するため生息 し

ていたものである. マ ガキの14C年 代 値は2,140±80

yrs BPで, 本地点が約2,100年 前 の湾奥部であったこ

とを表わす.

Loc. 36: Loc. 33か ら約250m下 流 に位置する. 貝

化 石は標高-3.5～-3.0mの 砂質シル ト層から得 られ

た. Loc. 33と 同様 にマガキのカキ礁 で特徴づけられ

る. 本地点の貝類は, カキ礁中の大形のアサリ以外はオ

キシジミ, イボウミニナをはじめとする典型的な干潟群

集で占められている. この群集の生息年代は, 群集組成

や産出高度から判断 して, Loc. 33と 同時期か, あるい

はそれより若干新 しい年代と考えられる.

Loc. 37: 本地点は Loc. 36か ら 約250m下 流 の梅田

橋である. 貝化石は標高-1.2～-1.0mの シルト質細砂

層から得られた. 本地点の貝類群集は Loc. 33, Loc. 36

と異 なり, イボ ウミニナ, ウ ミニナ, ムシロガイ, アラ

ムシロガイなどが優勢の干潟群集である. さらに内湾砂

底群集, 内湾泥底群集, チグサガイ, シマハマツボ, マ

キ ミゾスズメモツボなどの藻場群集の構成種が加わり,

変 化に富んだ混合群集 となる. この ことは, 本 地点が

Loc. 33, Loc. 36の ようなカキ礁の発達する干潟より,

やや沖合に位置 し, 潮間帯下部から浅海帯上部程度の水

深のある場所に位置 していたことを示唆する.

Loc. 40～Loc. 44, Loc. 47: これ らの6地 点は Loc.

37の 梅 田橋から下流に約200～600mま での400m間

に位置する. 貝化 石は, いずれも標高-1.5～0mの 砂

質シル ト層中のものである. 各地点の貝類群集は, カキ

礁 を中心 とする干潟群集が主体 となって, シオフキ, ア

サ リ, ウメ ノハナガイ, ヒメシラ トリなど内湾砂底群集

構成種が加わっている. さ らにこれより量的に少ない

が, シマハマツボ, マキ ミゾスズメモツボ, ホ トトギス

など藻場群集構成種も含 まれ, 各地点がよく似た環境の

干潟 となっていたことを示す. 貝 の生息年代は, Loc.

44の マ ガキの14C年 代 測定か ら670±75yrs BPで あ

る.

Loc. 48: Loc. 47か ら約100m下 流 に位置する. 露

頭 は, 地 表 から約6.5m下 (標 高-1.7m) まで 出現

し, 標 高+0.2mを 境 に上部 に腐植質シル ト層 (Loc.

48-U) と下部の砂質シルト層 (Loc. 48-L) に二分 され

る. 貝化石は Loc. 48-U, Loc. 48-Lの 両層準から得 ら

れたが, その群集組成において大 きな差異は認められ

ず, ともにカキ礁を主体 としてウミニナ, イボウミニナ

を伴 う干潟群集, アサ リ, ウメノハナガイなどが混じっ

ている. 産 出種数 は Loc. 48-Lが23種 で, Loc. 48-U

の13種 に比べて10種 も少ない. それぞれから産出 し

たマガキの14C年 代値は Loc. 48-Uが680±100yrs BP

(標高+0.5～0.7m), Loc. 48-Lが740±140yrs BP (標
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高-1.7～-1.5m) である. なお, Loc. 44の14C年 代

値は670±75yrs BPで, Loc. 48-Uの14C年 代 値と一

致 し, 層位的にも連続 しており, 両者 は同時期に形成さ

れたものである.

Loc. 57: 本 地点は Loc. 48か ら約1.3km下 流の夫婦

橋である. 貝化石は蟹江 ・石川 (1976) によると, 埋 没波

食台を直接覆う標高0～0.3mの 礫 混じりシル ト層中か

ら得 られている. 主 な種は, マガキ, ウ ミニナ, カワア

イ, ヘナ タリなどと, アサ リや感潮域群集の主要な構成

種であるモロハタマキビがみられる. 本層 が埋没波食台

を覆うことから, 他 の地点で目立たなかった岩礁性群集

構成種のサザエ, クボ ガイなどがかなり多 く混 じってい

た. こ こでは14C年 代 値は得 られていないが, 江戸時

代の新田開発 (1660年) が行 われる前までは海が入っ

ていたことからみて, 1,600年 代前半頃の時期を示すも

のであろう.

以上, 各地点で明らかになった貝類群集は, 多 くの地

点 (Locs. 8, 29-U, 33, 36, 37, 40, 41～44, 47, 48

な ど) で干潟群集が圧倒的に優勢 となり, 続 いて Loc.

8, Loc. 19な どのように内湾砂底群集, 内湾泥底群集

がみられる. しか し, Loc. 20, Loc. 28で は内湾泥底群

集が優勢であったり, Loc. 57で は岩礁性群集, 藻場群

集や感潮域群集が混ざり, 変化 に富む.

各地点の貝類群集の生息時期 (同 時 間面) を とらえる

と, 大 き く縄文海進最盛期, その直後, 約2,100年 前,

約700年 前, 約300年 前 のものになる. Locs. 5, 8,

10, 20, 28, 29-Lは 縄 文海進最盛期のもので, 湾奥 に

位置するほど干潟群集で特徴づけられ, 湾央部に向かっ

て内湾泥底群集が優勢になる. Loc. 29-Uは 海進最盛期

直後のもので, この時期の湾奥部に位置するのか, 干潟

群集が圧倒 的 に優勢 となる. Locs. 33, 36, 39は 約

2,100年 前 となり, 干潟群集が主体で, 内湾砂底群集 を

伴 う. Locs. 40～44, 47, 48は 約700年 前 とな り, 干

潟 群集を主体に内湾砂底群集や藻場群集などが随伴す

る. Loc. 57は 約300年 前以前 となり, ここのみ岩礁群

集が優勢を示す. このように古平作湾では, 湾奥部から

湾口にかけ順々に若い年代を示す (図5) ことにより,

古平作湾が湾奥部から海面の低下に伴い, 内湾が縮小 し

てきた様子 を表わす.

なお, 干潟群集構成種のハイガイは, 現在本地域を含

めて南関東では生息 していない. 本種 は縄文海進最盛期

以降は, 内湾の縮小 と海水温の低下に伴 う生息域の環境

変化で急激に衰退 し, 東京湾沿岸では約2,000年 前 に消

滅 したとされている (松 島, 1979). 古平作湾で も, 縄

文 海進最盛期の干潟群集にみられたハ イガイが, 約

2,100年 前 にはまった くみられない. すで にこの時期に

は, 古平作湾からハイガイが消滅 したことを示すもので

あろう.

IV. 平作 川低 地の完新世 の古地理変遷

平作川低地における完新世の古地理の変遷を, 既述の

地形 ・層相 ・貝類群集解析の結果をもとにして, 以下の

4時 期について述べ, まとめにかえる (図6).

第I期 (縄 文海進最盛期, ca. 6,500～5,500yrs BP)

最終氷期に形成 された標高-50mに 及ぶ平作川の深

い谷は, 約9,000年 前 に始まった急速な海面上昇 (縄 文

海進) に よって溺れ谷 となった. 縄 文海進最盛期の約

6,500年 前 頃に, 古 平作湾の湾奥は現河口よ り約6km

上流 の衣笠付近にまで達 した. 当時 の相対的海面高度

は, お よそ+5mと 推測される. 湾奥部の浅い海域は干

潟 となり, マ ガキ, イボ ウミニナ, カ ワアイを主とする

干潟群集が生息する. そ の前面のやや水深のあるとこ

ろには, イ ヨスダレ, ウ ラカガミ, イセ シラガイなど

の内湾泥底群集が, 湾央部の砂質底環境のところでは,

ヒメシラトリ, アサ リなどの内湾砂底群集がみられる.

波食台の形成された地域では, ツボ ミなどの岩礁群集が

図5 平作 川低 地 にお ける貝類 群 集の生 息時 期 区分図

1. 縄 文 海 進 最 盛 期 頃 2. 約2,100年 前 頃 3.

約700年 前 頃 4. 約300年 前 頃 5. 14C年 代値

地点 番号 (小 数字) は図2参 照.

Fig. 5 14C ages of the molluscan assemblages in

the study area

1. Culmination of the postglacial Jomon Transgression
(ca. 6,500-5,500yrs BP), 2. ca. 2,100yrs BP, 3. ca.
700yrs BP, 4. ca. 300yrs BP, 5. 14C age
The localities of Loc. No. are shown in Fig. 2.
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生息 した.

第II期 (海 退開始期, ca. 5,000～4,000yrs BP)

海進 は海退に転 じ, 古平作湾は縮小 しはじめ, 周辺部

の離水 と内湾の浅化が始まる. 第I期 に内湾泥底群集が

分布 していた地点は湾奥の干潟域 となり, マガキなどが

優占してくる. 海退の進行に伴い, 湾 口近くでは砂堆I

の形成が開始 し, 湾の閉塞が始まる.

第III期 (ca. 2,000 yrs BP)

砂堆Iは さらに大きく発達を続け, 古平作湾 を二分す

るまでになった. 海 退 の進行により海域 はさらに縮小

し, 湾 奥 は低地中央部の大矢部川合流部付近 まで後退

し, 一層細長い湾となっていた. 砂堆I背 後の内湾は,

広 く干潟域となり, マ ガキ, ウ ミニナ, オキ シジミなど

の干潟群集が生息する.

第IV期 (ca. 2,000yrs BP～)

海岸線の後退 と砂堆Iの 成長はさらに続き, 現海岸線

付近にも砂堆IIが 形成される. 2列 の砂堆の発達が顕著

であるが, 湾 口を閉塞するにはいたらず, 現流路とほぼ

一致 した場所に著 しく細長い干潟域が存在 した. その

後, 1660 (万 治3) 年 に始 まった新田開発 によって,

1667 (寛 文7) 年 には河口の一部 を除くほぼ全域が埋立

てられ, 陸地 となった (横 須賀市, 1988).
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図6 平 作 川 低 地 に お け る 完 新 世 の 古 地 理 の 変 遷

1. 旧 海 岸 線 2. 砂 堆 3. 波 食 台 4. 海 成 砂 5. 海 成 シ ル ト 6. 海 成 粘 土 7. 泥 炭

8. 丘 陵 9. 縄 文 時 代 の 貝 塚 ・遺 跡 10. 干 潟 群 集 11. 内 湾 砂 底 群 集 12. 内 湾 泥 底 群

集 13. 岩 礁 群 集 14. 現 海 岸 線

Fig. 6 Palaeogeographical maps of Holocene lowland along the Hirasaku River

1. former shoreline, 2. sand barrier, 3. abrasion platform, 4. marine sand, 5. marine silt,

6. marine clay, 7. peat, 8. hills, 9. shell mound and archeological site of Jomon age,

10. tidal flat association, 11. inner-bay sandy bottom association, 12. inner-bay mudy

bottom association, 13. offshore rocky bottom association, 14. present shoreline
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Evolution of the Holocene Lowland along the Hirasaku River,

Miura Peninsula, Southern Kanto, Central Japan 

Hiroshi Sawa*1, Yoshiaki Matsushima*2 and Masumi Sawa*3

The Hirasaku River, which is the longest river
(ca. 8km) in the Miura Peninsula has a drainage
area of 26.8km2, and flows southeastward into the
Tokyo Bay. The Holocene lowland along the
Hirasaku River is underlain by marine deposits, a
sand barrier, and fluvial valley bottom sediments

plain (Fig. 1). The Quaternary active Kinugasa
Fault, strikes southeastward in the hills to the
southwest of the lowland. South of the Kinugasa
Fault postglacial marine terraces (ca. 6,000yrs
BP) are about 20m high, and the average rate of
uplift is estimated to be 3m/ka.

The purpose of this study is to reconstruct en-
vironmental changes in the study area based on
shallow and deep borings, facies observation of the
Holocene deposits, their radiocarbon ages (Table
1), and analysis of molluscan assemblages (Table
2). The marine transgression surface is well de-
veloped in the Holocene lowland along the Hirasa-
ku River. A southeastward-sloping V-shaped
deep valley underlies the lowland. This valley is
called the Paleo Hirasaku Valley (Fig. 2). It is
filled with the thick, unconsolidated, Holocene de-

posits, which are divided into three sedimentary
types: basal gravclly bed (HMm・BG); thick

clayey or silty deposits (HMm) (Hirasaku mud
member of Kanie and Ishikawa, 1976); and thin
sandy deposits (HSm) (Hirasaku sand member,
ditto). Radiocarbon ages on mollusks of 6,520
and 6,180yrs BP from the Hirasaku mud member,
and 2,140 and 2,210yrs BP from the Hirasaku
sand member have been obtained (Figs. 3 and 4).
Marine transgression resulting in deposition of the
Hirasaku mud member is correlated with the post-
glacial (Jomon) transgression. During the trans-
gression, the Paleo Hirasaku Valley was drowned
and a deep embayment (the Paleo Hirasaku Bay)
existed. A sand barrier comprising the Hirasaku
sand member is interpreted as regressional.

Radiocarbon ages of the molluscan assemblages
in the study area are shown in Fig. 5. The dis-
tribution of radiocarbon ages indicates progressive
emergence of the inner part to the Paleo Hirasaku
Bay, and coastal progradation.

Four stages in the palaeogeographic evolution of
the Holocene lowland along the Hirasaku River
are depicted in palaeogeographical maps (Fig. 6).
Stage I is the time of the culmination of the Jomon
transgression. The sea rapidly invaded inland
due to the rise of the sea level from at least 9,000

yrs BP, and it reached about a relative sea level of
5m amsl at ca. 6,500yrs BP. Thick clayey or silty
deposits (Hirasaku mud member) were deposited
during the transgression. Shallow marine mol-
lusks such as Crassostrea gigas and Dosinella penicilla-
ta in the Hirasaku mud member indicate that a
tidal flat and inner bay environments were wide-
spread in the inner part of the Paleo Hirasaku
Bay. Stage II commenced at the beginning of a
regression at ca. 4,000-5,000yrs BP. At that
time the bay narrowed, and sand barrier I formed
of the bay mouth of Paleo Hirasaku Bay, resulting
in the retreat of the sea. Inland of the sand bar-
rier, the inner bay environment became a tidal
flat, and the molluscan assemblage consists chiefly
of tidal flat species such as Crassostrea gigas. At
ca. 2,000yrs BP (Stage III), the sea retreated to
the middle reach of the bay, and sand barrier II
began to be formed in the river mouth. Sand bar-
rier I continued to develop, and a tidal flat was
widely formed behind it. At 2,000-300yrs BP

(Stage IV), the sea continued to retreat and the
bay progressively narrowed. Though two sand
barriers had developed, they did not completely
block the bay mouth. A narrow tidal flat re-
mained along the present Hirasaku River, which,
except for the immediate river mouth, was re-
claimed at 1667.

*1 Tsuruoka National College of Technology. Sawada 104, Inooka, Tsuruoka, Yamagata Pref., 997.

*2 Kanagawa Prefectural Museum. Minaminakadori 5-60, Naka-ku, Yokohama, 231.

*3


